


































































































以上の浸水深のエリアが 620 ha、2m 未満の浸
水深が 870 ha なのに対し整備後は、前者を 40 


















































































































































































以上の浸水深のエリアが 620 ha、2m 未満の浸
水深が 870 ha なのに対し整備後は、前者を 40 
ha、後者を 590 ha に減少させる効果がある。
　一方、舞阪地区の海抜の低い土地に近代になっ
て建てられた住宅地がある、少し高台にある岐佐
神社、巨大防潮堤の建造という状況は、東日本大
震災によって被災した東北の一部のまちのそれと
類似している。それらの被災地で散見される、「海
のすぐ近くにあった近年につくられた住宅地は大
きな被害を受けたが、少し高台にある神社は難を
逃れた。」や、「防潮堤の効果の過信や、防潮堤に
よる海とのつながりの遮断が起こす水害への畏怖
の喪失によって逃げ遅れ被害に遭ってしまった。」
という事態を避ける為には、明確な避難計画も熟
慮する必要があるだろう。
第３章　東北地方の復興計画事例
　防潮堤の後背地の活用まで考慮した計画とし
て、宮城県岩沼市と宮城県七ヶ浜町の事例を取り
上げる。
○ 岩沼市の復興のための防潮堤計画について
　岩沼市の復興計画の特徴は、沿岸部に幅の厚い
公園緑地を計画し、その中に多くの津波防災設備
を数多く配置している点である。防潮堤やかさ上
げ道路が建設される。そして、そのふたつの内部
には、頂上の高さが海抜 8.0～10.0m のマウン
ド型の防潮堤がつくられる。また、かさ上げの土
には瓦礫を使用したり、植樹の品種に落葉広葉樹
や常緑広葉樹の複数の品種を選択している。植樹
のねらいとして、植栽する樹木の深根性に注目し、
耐津波の強度を持たせている。
また、複数の品種を植えることで、最初の数年は
手入れが必要だが、根付けばお互いの樹種が生態
系が生まれメンテナンスフリーとなり、さらに単
種の保安林が陥る病気による全滅のリスクを回避
するメリットがある。
○ 七ヶ浜町の復興のための防潮堤計画について
　七ヶ浜の防災公園の復興計画は盛り土による
沿岸部の嵩上げを行い、また、植栽にはクロマ
ツをメインにした海岸林を計画している。嵩上
げにより土層の厚さを増して、そこへクロマツ
を植えることで、高台（海抜 9.0m を計画）に
なり尚かつ強い根をもつクロマツの海岸林がつ
くられることを狙っている。また計画地周辺に
は、さまざまなレクリエーション施設を配して、
それらをクロマツと内陸の常緑広葉樹の林で繋
いでいる。
　舞阪町地区も、防潮堤の後背地にクロマツの
保安林があり、さらにその裏には公園や公共施
設がある。これらも一体的計画すれば単なる防
潮堤にとどまらない防災設備が生まれるだろう。
また、植栽計画によって管理コストを計画し、
長期的なスパンで景観を形成していく手法は参
考になる。
第４章　提案
　舞阪地区における景観計画の重点ポイントと
して、表浜駐車場及び浜名大橋の高架下空間の
デザインと、浜名バイパスの地下道の活用した
公園ネットワークを提案する。
○ 今切口エリアの景観計画
　今切口周辺は、浜松市の沿岸部の西端に位置
し、浜名湖の入り口でもあり拠点である。現在
は単なる駐車場と今切口の浚渫土置場がある。
ここに駐車場と公園機能を兼ね備えた空間を計
画し、舞阪地区が有する優れた景観を鑑賞する
視点場を提案したい。また、防潮堤建設によっ
て機能不全となってしまう野鳥観察小屋の再配
置計画を行う。さらに、東にある表浜公園とも
接続させることで、その先の保安林とも連続さ
せることが出来る。
○ 地下道を利用した景観計画
　現在、メインに使用されている地下道は、サー
ファーや釣り人が利用する車両が進入可能な地
下道である。景観計画に際して、歩行者専用の
地下道に着目したい。地下道によって防潮堤に
アクセスすることによって海、防潮堤、保安林、
公園、公共施設をネットワークさせ、一帯を大
きな公園に変化させる。防潮堤にアクセスさせ
る方法として、防潮堤上に東屋を計画し、視覚
的に興味を抱かせ防潮堤に導く方法を提案する。
　防潮堤計画と調査によって分かった舞阪地区
の充実した公共・文化施設とを関連させること
でこのエリアにふさわしい景観計画が行えると
考えている。また、公園ネットワークを避難経
路に関連らさせることで、日常の利用の習慣が、
スムーズな避難を実現させるだろう。
